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(57)【要約】
【課題】水平方向のずれを抑え、使用環境を問わず安定 
した使用状態を保つことができるネスティングラックを 
提供することを目的とする。
【解決手段】上記課題を解決する本考案は、複数の支柱 
２と、支柱２を上端部で連結する連結枠３と、を備える 
籠状のネスティングラックＸであって、連結枠３は、左 
右方向に伸びる左右連結梁３１を有し、左右連結梁３１ 
は、端部を延長する方向に突出する突出部３３を有する 
。また、好ましくは、突出部３３は、先端に、突出方向 
と交差する方向に張り出す当接板３３１を有する。
【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 支 柱 と 、 前 記 支 柱 を 上 端 部 で 連 結 す る 連 結 枠 と 、 を 備 え る 籠 状 の ネ ス テ ィ ン グ ラ  
ッ ク で あ っ て 、
　 前 記 連 結 枠 は 、 左 右 方 向 に 伸 び る 左 右 連 結 梁 を 有 し 、
　 前 記 左 右 連 結 梁 は 、 端 部 を 延 長 す る 方 向 に 突 出 す る 突 出 部 を 有 す る 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ  
ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 突 出 部 は 、 先 端 に 、 突 出 方 向 と 交 差 す る 方 向 に 張 り 出 す 当 接 板 を 有 す る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 突 出 部 は 、 突 出 長 さ が 、 前 記 支 柱 の 左 右 方 向 の 幅 と 略 等 し い 、
　 請 求 項 １ 又 は ２ の 何 れ か に 記 載 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 突 出 部 は 、 前 記 突 出 長 さ を 変 更 可 能 な 伸 縮 部 を 設 け る 、
　 請 求 項 １ 又 は ２ の 何 れ か に 記 載 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク 。
【 請 求 項 ５ 】
　 物 品 を 支 持 可 能 な 底 部 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 底 部 と 、 前 記 連 結 枠 と の 間 で 、 前 記 支 柱 を 連 結 す る 中 間 連 結 枠 を 備 え る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 倉 庫 等 に お い て 物 品 を 保 管 す る 際 に 用 い ら れ る ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク に 関 す る  
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク と は 、 複 数 の 支 柱 を 連 結 枠 に よ っ て 相 互 に 接 続 し 、 籠 若 し く は 箱 状  
に 形 成 さ れ る ラ ッ ク で あ っ て 、 下 方 と 前 方 が 開 放 さ れ て 上 部 に 格 子 状 の 載 置 棚 が 設 け ら れ  
る 構 成 、 若 し く は 上 方 と 前 方 が 開 放 さ れ て 下 部 に 格 子 状 の 載 置 棚 が 設 け ら れ る 構 成 で あ る  
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク の 構 成 は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 示 さ れ て お り 、 不 使 用 時  
に は 一 つ の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク に 、 同 形 状 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク を 上 方 か ら 包 み 込 む 、 若  
し く は 入 れ 込 む よ う に し て 重 ね 合 わ せ る こ と に よ り 収 納 （ ネ ス テ ィ ン グ ） し 、 使 用 時 に は  
、 複 数 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク を 並 列 に 並 べ て 、 或 い は 上 下 に 積 み 重 ね て 収 納 空 間 を 形 成 す  
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 さ ら に は 、 物 流 に お い て 、 ド ラ イ バ ー の 減 少 、 加 え て ド ラ イ バ ー の 労 働 条 件 改 善 に よ る  
輸 送 量 の 減 少 、 所 謂 「 ２ ０ ２ ４ 年 問 題 」 は 深 刻 で あ り 、 少 な い 人 員 、 少 な い 車 両 で 効 率 よ  
く 物 品 を 運 搬 す る こ と が 求 め ら れ る よ う に な る 。 こ れ に 対 し ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク は 、 上 下  
の 積 み 重 ね に よ っ て ト ラ ッ ク の 荷 台 の 空 間 を 無 駄 な く 使 用 で き る よ う に し て 、 ト ラ ッ ク 一  
台 当 た り の 輸 送 量 を 増 や す と い う 解 決 策 を 提 供 す る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ４ － ２ ３ ７ ４ ５ ６ 号 公 報
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 こ の よ う な ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク は 、 非 使 用 時 に 重 ね 合 わ せ る こ と を 考 慮 し て 、 後 方 が 前  
方 よ り 窄 ま っ て い る か 、 若 し く は 支 柱 の 間 隔 が 狭 く な っ て い る た め 、 左 右 方 向 に 並 列 に 並  
べ る と き に 、 後 方 が 位 置 決 め で き ず 、 一 直 線 上 に 並 べ に く い と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 課 題 は 、 特 に 下 側 に 底 部 が あ り 上 が 空 い て い る 、 所 謂 「 正 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク 」 を  
ト ラ ッ ク 等 の 荷 台 に 積 む 場 合 に よ り 重 要 と な る 。 収 容 し て い る 物 品 を ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク  
ご と 荷 台 に 積 み 込 む こ と が で き る た め 、 物 品 を ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク か ら 出 す 必 要 が な く な  
り 作 業 効 率 を 上 げ る こ と が で き る が 、 そ の 一 方 で 、 車 両 の 振 動 に よ っ て ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ  
ク が 左 右 に ず れ 動 き 、 積 み 荷 と し て の 重 心 が 動 く ほ か 、 場 合 に よ っ て は 荷 崩 れ を 起 こ す 可  
能 性 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 は 、 上 記 の 課 題 に 鑑 み 、 水 平 方 向 の ず れ を 抑 え 、 使 用 環 境 を 問 わ ず 安 定 し た 使 用  
状 態 を 保 つ こ と が で き る ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る 本 考 案 は 、 複 数 の 支 柱 と 、 該 支 柱 を 上 端 部 で 連 結 す る 連 結 枠 と 、 を  
備 え る 籠 状 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク で あ っ て 、 該 連 結 枠 は 、 左 右 方 向 に 伸 び る 左 右 連 結 梁 を  
有 し 、 該 左 右 連 結 梁 は 、 端 部 を 延 長 す る 方 向 に 突 出 す る 突 出 部 を 有 す る 。
　 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク の 水 平 方 向 の ず れ を 抑 え 、 使 用 環 境 を 問  
わ ず 安 定 し た 使 用 状 態 を 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 考 案 の 好 ま し い 形 態 で は 、 該 突 出 部 は 、 先 端 に 、 突 出 方 向 と 交 差 す る 方 向 に 張 り 出 す  
当 接 板 を 有 す る 。
　 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク 同 士 の 当 接 の 状 態 を よ り 安 定 さ せ る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 考 案 の 好 ま し い 形 態 で は 、 該 突 出 部 は 、 突 出 長 さ が 、 該 支 柱 の 左 右 方 向 の 幅 と 略 等 し  
い 。
　 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 同 一 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク を 一 直 線 上 に 並 べ や す く な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 考 案 の 好 ま し い 形 態 で は 、 該 突 出 部 は 、 該 突 出 長 さ を 変 更 可 能 な 伸 縮 部 を 設 け る 。
　 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 使 用 環 境 に 合 わ せ て 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク の 安 定 性 を 保 つ こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 考 案 の 好 ま し い 形 態 で は 、 物 品 を 支 持 可 能 な 底 部 を さ ら に 備 え 、 該 底 部 と 、 該 連 結 枠  
と の 間 で 、 該 支 柱 を 連 結 す る 中 間 連 結 枠 を 備 え る 。
　 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク の 容 積 を 把 握 し や す く な る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る 本 考 案 は 、 使 用 環 境 を 問 わ ず 安 定 し た 使 用 状 態 を 保 つ こ と が で き る  
ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク を 提 供 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 実 施 形 態 に 係 る 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 実 施 形 態 に 係 る 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク の 斜 視 図 に お け る 領 域 Ａ の 拡 大 図  
で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の 実 施 形 態 に 係 る 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 の 実 施 形 態 に 係 る 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 考 案 の 実 施 形 態 に 係 る 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク を 並 列 に 並 べ る 状 態 の 斜 視 図 で あ  
る 。
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【 図 ６ 】 本 考 案 の 実 施 形 態 に 係 る 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク を 並 列 に 並 べ る 状 態 の 斜 視 図 に お  
け る 領 域 Ｂ の 拡 大 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 図 面 を 用 い て 、 本 考 案 の 実 施 形 態 に 係 る ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ に つ い て 説 明 す る  
。 説 明 は 、 実 施 形 態 の 構 成 、 変 更 例 、 実 施 の 方 法 の 順 に 詳 述 す る 。
　 な お 、 以 下 に 示 す 実 施 形 態 は あ く ま で 本 考 案 の 一 例 で あ り 、 本 考 案 を 実 施 形 態 の 構 成 に  
限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
≪ 実 施 形 態 ≫
　 本 考 案 の 実 施 形 態 に 係 る ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ は 、 底 部 １ と 、 支 柱 ２ と 、 連 結 枠 ３ と 、  
を 有 す る 略 直 方 体 の 籠 状 に 形 成 さ れ る 構 成 で あ る 。 ま た 、 以 下 の 説 明 で 用 い る 前 後 、 上 下  
、 左 右 の 各 方 向 は 、 図 １ に 示 す 座 標 軸 に よ る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 底 部 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ の 最 下 部 に 位 置 し 、 ネ ス テ ィ ン グ  
ラ ッ ク Ｘ を 平 面 視 し た と き （ 図 ３ ） に 外 形 が 略 長 方 形 を な す 部 分 で あ り 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ  
ッ ク Ｘ に 収 容 す る 物 品 を 支 持 す る 。 ま た 、 底 部 １ は 、 外 枠 を な す 底 枠 １ １ と 、 底 枠 １ １ の  
内 部 に 配 さ れ 物 品 を 支 持 す る 支 持 梁 １ ２ と 、 複 数 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ を 上 下 に 積 み 重  
ね る 際 に 用 い る 載 置 部 １ ３ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 底 枠 １ １ は 、 矩 形 断 面 の 角 柱 状 の 部 材 で あ り 、 図 １ に 示 す よ う に ４ 本 で 略 長 方 形 を な し  
、 底 部 １ の 外 形 を 形 成 す る 。 ま た 、 好 ま し く は 底 枠 １ １ が 正 方 形 を な す 構 成 で あ る 。 こ の  
よ う な 構 成 に よ っ て 、 複 数 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ を ９ ０ 度 ず つ 回 転 さ せ 並 列 に 並 べ て 使  
用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 支 持 梁 １ ２ は 、 底 枠 １ １ に 囲 ま れ た 内 部 に お い て 、 隣 り 合 う 或 い は 対 向 す る ２ 本 の 底 枠  
１ １ を 繋 ぐ よ う に 接 続 さ れ る 、 矩 形 断 面 の 角 柱 状 の 部 材 で あ り 、 格 子 状 や 三 角 網 の よ う な  
形 状 を 形 成 し て 、 底 部 １ で 物 品 を 支 持 で き る よ う に す る 。 好 ま し く は 、 支 持 梁 １ ２ の 上 面  
と 、 底 枠 １ １ の 上 面 と が 全 て 面 一 の 構 成 で あ る 。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 段 差 に よ る 収  
容 物 品 の 大 き さ の 制 限 を な く せ る ほ か 、 角 を 減 ら す こ と で 応 力 集 中 を 避 け 、 支 持 す る 物 品  
の 荷 重 を 分 散 し や す く な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 載 置 部 １ ３ は 、 底 枠 １ １ の う ち 前 後 方 向 に 伸 び る 辺 の 下 側 に 設 け ら れ 、 上 に 凸 の 断 面 を  
し た 柱 状 の 部 材 で あ り 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ の 上 に 同 じ ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ を 積 み 重  
ね る と き 、 下 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ に 直 接 載 置 さ れ る 。 こ の と き 、 後 述 す る 前 後 連 結 梁  
３ ２ と 嵌 合 し て 、 上 下 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ が 互 い に ず れ な い よ う に し 、 安 全 な 多 層 状  
の 収 納 空 間 を 形 成 す る 。 ま た 、 好 ま し く は 、 載 置 部 １ ３ の 断 面 は 逆 Ｖ 字 型 で あ り 、 さ ら に  
好 ま し く は 、 そ の 内 角 が 略 ９ ０ 度 の 構 成 で あ る 。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 広 く 流 通 し て  
い る Ｌ 字 若 し く は 中 空 の 製 材 か ら 容 易 に 載 置 部 １ ３ を 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 載 置 部 １ ３ は 、 底 部 １ の 前 後 方 向 に 伸 び る 辺 の み に 設 け ら れ る 構 成 に よ っ て 、 底 枠 １ １  
の 左 右 方 向 に 伸 び る 辺 の 下 に 隙 間 を 設 け る 。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 底 部 １ の 下 に フ ォ  
ー ク リ フ ト の 歯 を 挿 入 し 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ を 容 易 に 持 ち 上 げ て 運 搬 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 支 柱 ２ は 、 底 部 １ に 接 続 さ れ 、 そ こ か ら 上 方 向 に 伸 び る 矩 形 断 面 の 角 柱 状 の 部 材 で あ り  
、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ の 高 さ を 決 定 す る 。 ま た 、 支 柱 ２ は 、 左 右 で 一 対 の 前 方 支 柱 ２ １  
と 、 同 様 に 左 右 で 一 対 の 後 方 支 柱 ２ ２ と 、 を 有 し 、 双 方 の 取 付 位 置 に よ っ て ネ ス テ ィ ン グ  
を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 図 １ に 示 す よ う に 、 前 方 支 柱 ２ １ は 、 底 部 １ の 左 右 の 側 面 に お け る 最 も 前 側 に 接 続 さ れ  
、 後 方 支 柱 ２ ２ は 、 底 部 １ の 後 方 の 側 面 か つ 底 部 １ の 角 よ り も や や 内 寄 り に 接 続 さ れ る 。  
こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ は 前 方 が 広 く 、 後 方 が 狭 い 構 成 と な る た  
め 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ を 同 じ ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ の 中 に 入 れ 込 む よ う に 重 ね て 収 納  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 後 方 支 柱 ２ ２ は 、 左 右 方 向 に お い て 底 部 １ の 角 よ り も 内 側 に 設 け ら れ る が 、 そ の 角 か ら  
内 側 に 入 る 長 さ は 、 後 述 す る 前 後 連 結 梁 ３ ２ の 左 右 方 向 の 幅 と 同 じ か 、 そ れ よ り さ ら に 数  
ｍ ｍ ～ 数 ｃ ｍ 程 度 で あ る 。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 後 方 支 柱 ２ ２ が 別 の ネ ス テ ィ ン グ ラ  
ッ ク Ｘ の 前 後 連 結 梁 ３ ２ に 干 渉 せ ず に ネ ス テ ィ ン グ が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 連 結 枠 ３ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 柱 状 の 部 材 に よ っ て 支 柱 ２ の 上 端 部 同 士 を 左 右 と 後 方  
の 三 方 で 連 結 し 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ の 上 方 の 形 状 を 決 定 す る 部 分 で あ る 。 ま た 、 連 結  
枠 ３ は 、 左 右 連 結 梁 ３ １ と 、 前 後 連 結 梁 ３ ２ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 左 右 連 結 梁 ３ １ は 、 ２ 本 の 後 方 支 柱 ２ ２ の 上 端 同 士 を 接 続 す る 矩 形 断 面 の 角 柱 状 の 部 材  
で あ り 、 底 部 １ の 左 右 方 向 と 略 同 一 の 長 さ で あ る 。 ま た 、 左 右 連 結 梁 ３ １ の 上 面 は 、 前 方  
支 柱 ２ １ の 上 端 面 と 同 じ 高 さ と な る よ う に 設 け ら れ る 。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 前 後 連  
結 梁 ３ ２ を 水 平 に 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 後 連 結 梁 ３ ２ は 、 前 方 支 柱 ２ １ と 後 方 支 柱 ２ ２ を 、 左 側 同 士 と 右 側 同 士 の そ れ ぞ れ で  
接 続 す る 、 一 対 の 角 柱 状 の 部 材 で あ り 、 そ の 断 面 形 状 は 、 載 置 部 １ ３ と 同 一 の 形 状 で あ り  
、 こ こ に 載 置 部 １ ３ が ぴ っ た り 重 な る よ う に 嵌 合 す る こ と で 、 複 数 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク  
Ｘ を 上 下 に 積 み 重 ね る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 後 連 結 梁 ３ ２ は 、 後 側 の 端 部 に 止 め 板 ３ ２ １ を 設 け る 構 成 が 好 ま し い 。 止 め 板 ３ ２ １  
は 、 前 後 連 結 梁 ３ ２ の 断 面 よ り 上 側 に 張 り 出 す 平 板 状 の 部 材 で あ る 。 こ の よ う な 構 成 に よ  
っ て 、 複 数 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ を 上 下 に 積 み 重 ね る と き に 、 上 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク  
Ｘ が 後 方 に 向 か っ て 滑 る の を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 連 結 枠 ３ は 、 左 右 連 結 梁 ３ １ の 軸 方 向 （ 図 １ に お い て は 左 右 方 向 ） に お い て 、 両 端 を 延  
長 す る よ う に 突 出 部 ３ ３ を 有 す る 。 突 出 部 ３ ３ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ  
ク Ｘ の 後 方 に お い て 、 左 右 方 向 外 側 に 突 出 す る 矩 形 断 面 の 角 柱 状 の 部 材 で あ り 、 好 ま し く  
は 、 左 右 連 結 梁 ３ １ と 一 体 に 設 け ら れ る 。 ま た 、 突 出 部 ３ ３ の 突 出 長 さ は 、 前 方 支 柱 ２ １  
の 左 右 方 向 の 幅 と 略 同 一 で あ る 構 成 が 好 ま し い 。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 複 数 の ネ ス テ  
ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ を 左 右 方 向 に 並 列 に 並 べ る と き 、 図 ５ 、 図 ６ に 示 す よ う に 突 出 部 ３ ３ 同 士  
が 当 接 す る こ と で 左 右 方 向 の ず れ を な く し 、 一 直 線 上 に 並 べ や す く な る ほ か 、 ト ラ ッ ク の  
荷 台 な ど 振 動 が 多 い 使 用 環 境 で も 、 左 右 の 揺 れ を 低 減 し 、 車 両 の 安 定 を 保 つ ほ か 、 荷 崩 れ  
を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 突 出 部 ３ ３ は 、 そ の 先 端 部 に 当 接 板 ３ ３ １ を 設 け る 構 成 が 好 ま し い 。 当 接 板 ３ ３ １ は 、  
突 出 部 ３ ３ の 断 面 か ら 外 側 に 張 り 出 す よ う に 、 す な わ ち 突 出 部 ３ ３ の 突 出 方 向 と 略 直 交 す  
る 平 面 の 方 向 に 広 が っ て 、 設 け ら れ る 平 板 状 の 部 材 で あ り 、 前 述 の よ う に 複 数 の ネ ス テ ィ  
ン グ ラ ッ ク Ｘ を 左 右 方 向 に 並 列 に 並 べ る と き に 、 突 出 部 ３ ３ 同 士 が 当 接 す る 面 積 を 大 き く  
す る 。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 前 述 の 当 接 す る 面 積 が 増 え 、 よ り 安 定 し て ネ ス テ ィ ン グ  
ラ ッ ク Ｘ を 並 べ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 当 接 板 ３ ３ １ の 張 り 出 し 方 向 は 、 上 下 及 び 前 方 で 、 後 方 に は 張 り 出 さ な い 構 成 が 好 ま し  
い 。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ の 後 方 を 壁 沿 い に 配 置 す る 場 合 や 、  
複 数 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ を 背 中 合 わ せ に 並 べ る 場 合 で も 、 隙 間 な く 配 置 す る こ と が で  
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き る 。 ま た 、 好 ま し く は 、 当 接 板 ３ ３ １ の 突 出 部 ３ ３ と 接 続 し て い る 方 の 面 が 、 膨 ら ん で  
湾 曲 す る 構 成 で あ る 。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 当 接 板 ３ ３ １ が 変 形 し に く く な り 、 繰 り  
返 し 当 接 す る 使 用 条 件 下 で も 耐 久 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 当 接 板 ３ ３ １ の 面  
方 向 と 突 出 部 ３ ３ の 軸 方 向 と は 、 直 交 し て い な く て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 当 接 板 ３ ３ １ の 張 り 出 し 方 向 の 大 き さ 、 す な わ ち 上 下 、 前 後 方 向 の 最 大 長 さ は 、 上 下 方  
向 が 突 出 部 ３ ３ の 断 面 の １ ． ２ 倍 ～ ３ 倍 程 度 、 前 後 方 向 が 突 出 部 ３ ３ の 断 面 の １ ． ２ 倍 ～  
２ 倍 程 度 で あ る 構 成 が 好 ま し い 。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 前 述 し た 突 出 部 ３ ３ 同 士 が 当  
接 す る 面 積 を 適 切 に 拡 大 し 、 か つ 使 用 や ネ ス テ ィ ン グ の 妨 げ に な ら ず 、 か つ 使 用 を 繰 り 返  
す 際 の 変 形 量 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ は 、 中 間 梁 ４ を 備 え る 構 成 が 好 ま し い 。 中 間  
梁 ４ は 、 支 柱 ２ の 中 間 付 近 で 支 柱 ２ 同 士 を 連 結 し 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ の 左 右 及 び 後 方  
の 三 方 を 囲 む 帯 状 の 部 材 で あ り 、 平 面 視 す る と き に 底 枠 １ １ の 左 右 及 び 後 方 の 辺 上 と な る  
よ う に 設 け ら れ る 。 従 っ て 、 後 方 の 角 の 部 分 は 後 方 支 柱 ２ ２ と 揃 わ ず 、 底 部 １ に 合 わ せ て  
左 右 方 向 に 少 し 飛 び 出 た 位 置 に 設 け ら れ る 。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ  
ク Ｘ の 収 容 容 積 を 狭 め な い ほ か 、 ネ ス テ ィ ン グ を 阻 害 し な い 。 ま た 、 使 用 者 が ネ ス テ ィ ン  
グ ラ ッ ク Ｘ の 容 積 を 把 握 し や す く な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 中 間 梁 ４ は 、 支 柱 ２ に お い て 、 連 結 枠 ３ と 接 続 す る 上 下 の 接 続 部 の 間 で 支 柱 ２ と 接 続 し  
て い れ ば 、 そ の 上 下 方 向 の 位 置 は 任 意 に 決 定 で き 、 ま た 上 下 方 向 に 複 数 本 設 け ら れ て い て  
も よ い 。 こ の と き 、 中 間 梁 ４ は 、 ネ ス テ ィ ン グ す る 際 に 連 結 枠 ３ 、 特 に 前 後 連 結 梁 ３ ２ と  
干 渉 し な い 高 さ に 設 け ら れ る 。 こ の 高 さ は 、 底 部 １ の 厚 み 、 す な わ ち 上 下 方 向 の 長 さ を 基  
準 と す る 。 こ の 厚 み を ａ と し 、 ｎ を 自 然 数 、 ｂ を ０ よ り 大 き く １ 未 満 の 任 意 の 数 、 ｙ を 中  
間 梁 ４ の 上 辺 か ら 前 後 連 結 梁 ３ ２ の 上 辺 ま で の 距 離 と す る と 、 各 要 素 の 関 係 は 次 の 式 で 表  
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 数 １ 】

【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 の 式 に お い て 、 ｎ 及 び ｂ を 適 切 に 設 定 す る こ と で 、 複 数 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ を  
ネ ス テ ィ ン グ す る 際 に 前 後 連 結 梁 ３ ２ と 中 間 梁 ４ と が 干 渉 し な い 構 成 と す る こ と が で き る  
。 但 し 、 ａ と ｎ の 積 が ｙ 未 満 と な る よ う に ｎ を 設 定 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ は 、 以 下 の 構 成 を 有 し て も よ い 。 但 し 、 以 下 の 構 成 は 本 考 案 の 実  
施 形 態 を 変 更 或 い は 改 良 す る 構 成 の 一 例 で あ り 、 各 変 更 例 の 有 無 は 、 特 に 指 定 が な い 限 り  
使 用 者 に よ っ て 任 意 に 決 定 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
≪ 変 更 例 ≫
　 突 出 部 ３ ３ は 、 左 右 連 結 梁 ３ １ に 溶 接 な ど の 後 付 け で 追 加 さ れ て い て も よ い 。 こ れ に よ  
り 、 元 々 突 出 部 ３ ３ を 有 さ な い 既 存 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク に 突 出 部 ３ ３ を 追 加 し 、 左 右 の  
ず れ を な く せ る 本 考 案 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 突 出  
部 ３ ３ の 形 状 は 、 前 述 の 角 柱 状 で な く と も 、 円 柱 状 や 角 錐 形 状 な ど 、 左 右 方 向 の ず れ を な  
く す こ と が で き れ ば 、 他 の 形 状 で も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 突 出 部 ３ ３ の 突 出 長 さ は 、 前 方 支 柱 ２ １ の 左 右 方 向 の 幅 の 略 ２ 倍 の 長 さ で あ っ て も よ い  
。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 突 出 部 ３ ３ を 有 さ な い ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク と 、 突 出 部 ３ ３ を  
有 す る ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク を 左 右 方 向 に 並 列 に 並 べ る 場 合 で も 、 左 右 方 向 の ず れ を な く し  
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、 一 直 線 上 に 並 べ や す く な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 突 出 部 ３ ３ は 、 そ の 突 出 長 さ を 変 更 可 能 な 伸 縮 部 を 設 け て も よ い 。 こ の 伸 縮 部 は 、 例 え  
ば 、 左 右 連 結 梁 ３ １ を 含 め た 突 出 部 ３ ３ の 根 元 側 を 中 空 と し 、 そ こ に 突 出 部 ３ ３ の 先 端 側  
を 貫 入 さ せ 、 ス ト ッ パ ー 等 で 長 さ を 決 定 で き る 構 成 で あ る 。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 ネ  
ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ 同 士 や 壁 と の 距 離 に 合 わ せ て 突 出 部 ３ ３ の 長 さ を 調 整 し 、 使 用 状 況 を  
問 わ ず 左 右 の ず れ を 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 伸 縮 部 に お い て 長 さ を 決 定 す る 構 成 と し て は 、 例 え ば 根 元 側 と 先 端 側 の 両 方 に 溝 の よ う  
な 長 孔 を 開 け 、 ボ ル ト を 締 め る こ と で 任 意 の 長 さ で 固 定 で き る 構 成 や 、 根 元 側 に 等 間 隔 で  
開 け ら れ た 孔 に 、 先 端 側 に 設 け ら れ た 突 起 が 嵌 る 構 成 な ど が 挙 げ ら れ る 。 こ の ほ か 、 根 元  
側 の 内 壁 と 先 端 側 を 円 筒 形 と し て 双 方 ね じ を 切 り 、 ね じ 回 し の 要 領 で 長 さ 調 節 が 可 能 な 構  
成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 伸 縮 部 に お い て は 、 前 述 の よ う な 中 空 の 根 元 側 に 先 端 側 を 貫 入 す る 構 成 の 場 合 、 内 部 に  
ば ね を 設 け 、 自 然 状 態 で 先 端 側 の 突 出 が 前 方 支 柱 ２ １ の 左 右 方 向 の 幅 よ り 長 く な る 構 成 と  
し て も よ い 。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 突 出 部 ３ ３ の 先 端 が 他 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ や  
壁 な ど に 押 し 当 て ら れ 、 よ り 安 定 し た 当 接 の 状 態 を 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 前 述 の 伸 縮 部 に お い て 、 根 元 側 と 先 端 側 は 完 全 に 取 り 外 せ る 構 成 と す る こ と が 好 ま し い  
。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 先 端 側 （ 形 態 に よ っ て は 当 接 板 ３ ３ １ ） が 当 接 の 繰 り 返 し に  
よ っ て 消 耗 、 変 形 、 破 損 し た 場 合 で も 、 容 易 に 先 端 部 を 交 換 し て ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ を  
使 い 続 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 突 出 部 ３ ３ は 、 内 部 に 磁 石 を 有 し て も よ い 。 こ の 磁 石 は 、 突 出 部 ３ ３ の 先 端 の 面 、 若 し  
く は 当 接 板 ３ ３ １ の 内 側 の 面 に 設 け ら れ て お り 、 例 え ば 図 １ に 示 す 左 向 き に Ｓ 極 、 右 向 き  
に Ｎ 極 と い う よ う に 、 左 右 方 向 の 極 を 変 え て 設 け ら れ る 。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 図 ５  
に 示 す よ う に ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ を 同 じ 向 き で 並 列 に 並 べ る と き 、 当 接 板 ３ ３ １ 同 士 が  
磁 力 に よ っ て 引 き 合 い 、 安 定 し た 当 接 の 状 態 を 保 つ こ と が で き る 。 但 し 、 こ の 磁 力 は ネ ス  
テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ を 持 ち 上 げ て 容 易 に 引 き 離 せ る 程 度 に 弱 い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 止 め 板 ３ ２ １ 及 び 当 接 板 ３ ３ １ の 形 状 は 、 図 面 に 示 す 形 態 は 角 が 丸 い 長 方 形 で あ る が 、  
張 り 出 し 方 向 が 正 し け れ ば 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 円 形 や 楕 円 形 の 一 部 が 直 線 で 欠 け  
た 形 状 、 正 三 角 形 な ど と し て も よ い 。 ま た 、 当 接 板 ３ ３ １ を 長 方 形 と す る 場 合 は 、 上 下 の  
一 対 の 辺 の 中 央 に Ｖ 字 型 の 切 れ 込 み を 入 れ て も よ い 。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 図 ５ 、 ６  
に 示 す よ う に 当 接 板 ３ ３ １ 同 士 が 当 接 す る 状 態 の 安 定 を 保 つ た め に 、 紐 な ど を 掛 け る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 下 、 図 面 を 用 い て 、 本 考 案 の 実 施 の 方 法 に つ い て 詳 述 す る 。 ま た 、 以 下 に 示 す 実 施 の  
方 法 は 一 例 で あ り 、 実 施 の 方 法 は こ れ に 限 ら れ ず 、 順 番 は 前 後 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
≪ 実 施 の 方 法 ≫
　 使 用 者 は 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ を 並 列 に 並 べ る と き 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 一 の ネ ス テ  
ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ の 左 右 方 向 の 隣 に 、 も う 一 つ の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ を 設 置 す る 。 こ の と  
き 、 二 つ の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ の 前 方 支 柱 ２ １ 同 士 、 及 び 突 出 部 ３ ３ 同 士 が そ れ ぞ れ 互  
い に 当 接 す る よ う に 設 置 す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 突 出 部 ３ ３ の 先 端 に 当 接 板 ３ ３ １ を  
設 け る 形 態 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ の 場 合 は 、 当 接 板 ３ ３ １ 同 士 を 当 接 さ せ る よ う に 設 置  
す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 使 用 者 は 、 突 出 部 ３ ３ の 長 さ を 変 え る 場 合 は 、 ピ ン や ボ ル ト な ど の 留 め 具 を 外 し 、 突 出  
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部 ３ ３ を 目 的 の 長 さ に 伸 長 あ る い は 短 縮 さ せ 、 再 度 留 め 具 に よ っ て 長 さ を 固 定 す る 。 こ れ  
に よ り 、 突 出 部 ３ ３ を 有 さ な い ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク の 枠 や 、 ト ラ ッ ク の 荷 台 又 は 倉 庫 の 壁  
な ど に 、 突 出 部 ３ ３ （ 若 し く は 当 接 板 ３ ３ １ ） を 当 接 さ せ 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ が 水 平  
方 向 に ず れ 動 か な い よ う に 設 置 で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 使 用 者 は 、 複 数 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ を 上 に 積 み 重 ね る と き 、 フ ォ ー ク リ フ ト に よ っ  
て 、 下 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ の 載 置 部 １ ３ の 上 に 、 上 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ の 前 後 連  
結 梁 ３ ２ を 嵌 合 さ せ る よ う に ぴ っ た り 重 ね る 。 ま た 、 こ の 前 後 連 結 梁 ３ ２ の 後 側 の 端 部 を  
、 下 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ の 止 め 板 ３ ２ １ に 当 接 さ せ る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、  
ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ 同 士 の 前 後 の ず れ を な く し 、 安 定 し て 積 み 上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 使 用 者 は 、 ト ラ ッ ク の 荷 台 、 特 に 有 蓋 ト ラ ッ ク に ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ を 積 み 込 む 場 合  
に 、 前 後 左 右 に 並 列 に 並 べ る だ け で な く 、 上 下 に 、 例 え ば 二 段 に 積 み 重 ね て 使 用 す る 。 こ  
れ に よ り 、 ト ラ ッ ク の 荷 台 の 空 間 を 上 部 ま で 無 駄 な く 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 上 段  
の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ は 、 車 両 の 揺 れ の 影 響 を 受 け や す い た め 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ  
間 で 突 出 部 ３ ３ が 当 接 し て い れ ば 、 荷 台 内 部 で の 揺 れ を 抑 え 、 安 定 し た 積 載 状 態 を 保 つ こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 使 用 者 は 、 複 数 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ を ネ ス テ ィ ン グ す る と き 、 下 の ネ ス テ ィ ン グ ラ  
ッ ク Ｘ の 収 容 空 間 に 、 上 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ を 入 れ 込 む 。 ま た 、 こ の と き 上 の ネ ス テ  
ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ の 後 方 支 柱 ２ ２ を 、 下 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ の 左 右 連 結 梁 ３ １ に 当 接 さ  
せ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 こ の と き の 突 出 部 ３ ３ は 、 他 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ に は 干  
渉 せ ず 、 さ ら に 、 ネ ス テ ィ ン グ し た ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク Ｘ の 組 を 複 数 並 べ る 際 に も 、 突 出  
部 ３ ３ の 先 端 （ 若 し く は 当 接 板 ３ ３ １ ） 同 士 が 当 接 し 、 一 直 線 上 に 並 べ や す く な る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
Ｘ       ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク
１       底 部
１ １     底 枠
１ ２     支 持 梁
１ ３     載 置 部
２       支 柱
２ １     前 方 支 柱
２ ２     後 方 支 柱
３       連 結 枠
３ １     左 右 連 結 梁
３ ２     前 後 連 結 梁
３ ２ １   止 め 板
３ ３     突 出 部
３ ３ １   当 接 板
４       中 間 梁
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 6 月 1 4 日 ( 2 0 2 3 . 6 . 1 4 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 支 柱 と 、 前 記 支 柱 を 上 端 部 で 連 結 す る 連 結 枠 と 、 を 備 え る 籠 状 の ネ ス テ ィ ン グ ラ  
ッ ク で あ っ て 、
　 前 記 連 結 枠 は 、 左 右 方 向 に 伸 び る 左 右 連 結 梁 を 有 し 、
　 前 記 左 右 連 結 梁 は 、 端 部 を 延 長 す る 方 向 に 突 出 す る 突 出 部 を 有 す る 、 ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ  
ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 突 出 部 は 、 先 端 に 、 突 出 方 向 と 交 差 す る 方 向 に 張 り 出 す 当 接 板 を 有 す る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 突 出 部 は 、 突 出 長 さ が 、 前 記 支 柱 の 左 右 方 向 の 幅 と 略 等 し い 、
　 請 求 項 １ 又 は ２ の 何 れ か に 記 載 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 突 出 部 は 、 前 記 突 出 長 さ を 変 更 可 能 な 伸 縮 部 を 設 け る 、
　 請 求 項 ３ に 記 載 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク 。
【 請 求 項 ５ 】
　 物 品 を 支 持 可 能 な 底 部 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 底 部 と 、 前 記 連 結 枠 と の 間 で 、 前 記 支 柱 を 連 結 す る 中 間 連 結 枠 を 備 え る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の ネ ス テ ィ ン グ ラ ッ ク 。
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